



































































（Reference Services to Educational Objects）、「技能交換」（Skill Exchanges）、「仲間選び」（Peer-Matching）、
「広い意味での教育者のための参考業務」（Reference Services to Educators-at-Large）の四つであるとして
































































ドし、Google Classroomから直接アクセスできるようにした。第 1 回授業は動画 3 本の視聴 7 と読解資
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授業告示第 1 号を根拠とする同時双方向型（テレビ会議方式等）とメディア授業告示第 2 号を根拠とする
「オンデマンド型（インターネット配信方式等）に分けている。
5  5 年前には、スマートフォンを持っていない学生がいるかもしれないと思い、貸出用のタブレットを数台用


















てコンピテンシーを基準とする方法が模索されている（Cf. Laitinen 2012, Silva et al. 2015, 青木2017）。コンピ
テンシー基準を導入することは、その基準作成の労力と実効性の面で、日本の大学にとって有効かどうかは
慎重に考える必要がある。筆者はいまのところコンテンツ・ベースのほうが適用しやすいと考えている。

